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主な内容
住民と語ろう会　　　２
一般会計補正予算等　６
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委員長報告　　　　１４
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質問　　議会改革調査特別委員会は，具体的に何を行なって
いくのか。

回答　　議会運営のあり方や議員研修、住民参加等の議会改
革を行い，議会の活性化を図っていくために，これ
までの議会活動等を検証し，湧水町議会のあるべき
姿の実現に向け，議会改革を行います。具体的に取
り組む内容は，議会基本条例の制定・議員定数及び
報酬・本会議及び委員会のあり方・一般質問のあり
方等について，調査・研究を行います。

質問・意見　【議員定数・議員報酬等について】
　　●　議員定数については，各地区１人程度の定数でも良かったのではないか。また，議員数を増やして，

日当制にする方法もある。ただ，区長と議員の関係について，区長は，地域の問題などについて，
町や議員へ要望的な発言しかできない。議員は，町へ提言できるし，議決権を持っている。議員の
役割は大きい事から議員定数については，もう少し検討の余地がある。

　　●　議会改革調査特別委員会は，今後において議員定数や報酬についても協議を進めていくとの説明で
あったが，本町には１６地区ありながら１２名になった関係で議会活動の難しさがあると感じる。
１２名に減らしたのであれば報酬は増額して，本来の業務である住民の声を反映させることができ
る議会活動を望むものであり，議会活動に専念できる体制も必要かと考えるが。霧島市の議会改革
も参考にしていただきたい。

　　●　県内の他市町村及び人口等を比較すると，議員定数１２名は，多いと思う。
　　　　次の選挙まで３年間はあるので，それまでにきちんとした方向性を出してほしい。
回答　　昨年，議会改革調査特別委員会を発足させ，これまでの議会活動等を検証し，湧水町議会のあるべ

き姿の実現に向け，議会改革を行います。議員報酬・議員定数等についても，皆様からの意見等を
踏まえ，議会改革調査特別委員会で十分議論を行い方向性を示していきます。

意見・要望　　議員数も少なく，本会議主義で行ってほしい。

住民と語ろう会
　住民と語ろう会を１１月２６日から１１月２９日の４日間（参加者数２７８名），町内１６地区の公民館等
において開催しました。昨年まで開催していた「議会報告会」を「住民と語ろう会」と名称を変更し，住民
皆様からのご意見・ご要望等を中心にお聞きし，開かれた議会を目指し開催いたしました。現在の議会の取
り組みや地方交付税の今後の減額見込等を説明し，その後，意見交換を行い，様々なご質問・ご意見等を頂
きました。また，地域の問題等を詳しく知るために現地調査等を行い，今後の対応策等を議員で協議をした
ところです。
　今回，皆様から頂いたご意見・ご質問等の中から主なものを掲載し，ご報告させていただきます。なお，
町及び県等へのご意見・ご要望は，２月中旬に町当局及び姶良・伊佐地域振興局へそれぞれ直接要請いたし
ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会議長　　仮屋　良二

議会に対する意見・要望等

幸田地区
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意見・要望　　議会だよりに予算や陳情などの採決結果（賛
成・反対）の議員の氏名か人数を載せてもらいたい。

意見・要望　吉松駅前開発・活性化について，平成２０年頃
から地域で協議し，図面や立体型も作成して住民が
望む町づくり案を提出してきたが，その後が続いて
いなく，行き詰まっている状況である。今後どうやっ
て開発・活性化に向けた活動をしていけばいいのか，
議員の方々にも考えていただき，吉松駅前開発・活
性化に向けて中心的役割を担い盛り上げていただきたい。

意見・要望　吉松駅は，年間８万人ぐらいの乗降客がある。駅前に足湯を作ってシンボルとし話題性を広報
することによる活性化に努めたらどうか。毎日でなくても観光列車が来る時だけでもいいし、七つ
星列車も通過する。そのような施策も検討してほしい。

質問　　住民と語ろう会について，来年も行なうのか。
回答　　今回の住民と語ろう会の結果を踏まえて，議会で検討いたします。

質問　　道州制導入について，議会の考え方を伺う。
回答　　平成 25 年第 3 回定例会（平成 25 年 9 月）で，道州制導入について，国へ意見書を提出いたしました。

その内容は，町村や国民に丁寧な説明や真摯な議論もないまま，道州制導入ありきの国の動きがあ
ることから説明や議論もないまま，住民自治の推進に逆行するような道州制導入は，断固反対とす
るものです。今後，更に，道州制について国の動向を踏まえながら考えて行きます。

質問　　最近で，行政から提案された議案等で否決や修正可決等があったものか。
回答　　平成 24 年・25 年においては，諸々，質疑や討論はありましたが，否決や議案修正はありませんでした。

意見・要望　　【県道 103 号線について】
●　県道１０３号線の早期開通については，長年の

懸案事項であり，現在どのような状況か，観光道
路・災害時の避難道路としての役割は大きいと思
うので，町全体で運動を盛り上げるために決起集
会や早期実現に向けた看板等の設置も必要と考え
るが。

●　交流人口を増やす観点からも県道１０３号線に
ついて，宮崎県との連携などを考えてほしい。　

●　県道１０３号線の早期開通については、予算的
にも目途が立たないのではないかと考えます。観
光客など交流人口増加対策に登山道としての活用がより有効ではないかと思うが。

回答　　継続的に本町行政も開通に向けた要望を行っている状況であり，議会としましても現地踏査を行い
開通の重要性を感じているところであります。昨年１２月議会におきましても商工会より本町の交
流人口増加及び霧島山噴火時の避難道路対策として早期開通を望む陳情書も提出されました。この
事を踏まえ議会で，早期開通の意見書を議決し，今後においても，町当局と一体となって，早期開
通に向けて強く県へ申し入れをしていく考えです。尚，看板設置や決起集会につきましても，行政

国・県への意見・要望等

環境整備（国・県）に対する意見・要望

轟地区

西下場地区
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と協議して行きたいと考えます。

意見・要望　県河川の桶寄川は，草が生い茂り，周辺の農地への迷惑にもなっており，また，防災上も大変
危険である。早急な除草作業を県へ要望する。（毎年の適切な管理を強く要望する。）

意見・要望　国道２６８号線の路肩は１ｍぐらいは除草を行なってあるが，法面については，除草がされず
雑草が生い茂っている。周辺の道路や農地にも迷惑なので，適切な管理を行なってほしい。

意見・要望　県道木場吉松えびの線の改良についての状況は
どうなっているか。途中の未改良部分についても早
期改良を要望する。

意見・要望　県道菱刈横川線はカーブが多く事故等が多発し
ている。以前からも，要望しているが，道路の拡幅
等の改良について強く要望する。

意見・要望　県道栗野停車場えびの高原線（県道 103 号）の
湯谷橋周辺の交差点について，改良がなされたが，
交差点の見通しが悪く，停止線の設置場所や周辺の
整備等など検討してほしい。生徒・児童の通学路にもなっており危険であるので，早急な対応を要
望する。また，北方船渡橋から湯谷橋の交差点（県道 102 号）まで，幅員も狭く，生徒・児童の通
学路でもあるので，歩道設置をしてほしい。

意見・要望　湧水町は水がきれいで豊富な水量を誇ることから命名された由来があると思うが、丸池から川
内川までの水路及び河川があまりにも見苦しいと思います。特に川内川の流末までの河川（旧栗野
土木事務所前から川内川）も管理すべきと思う。以前，建設業組合等で，河川内の土砂除去を行なっ
た経緯もあるが，管理者である県の方で定期的な管理等，何らかの対応を考えてほしい。

意見・要望　吉松駅の駅裏にある既設の踏切りは，一般住民
は使用できない。駅構内の渡り道として使用されて
いたと推測するが一般住民が使用できる方法がない
だろうか。子供たちの通学や高齢者等の駅前までの
通路として，使用できれば大変便利であるので，検
討してほしい。

意見・要望　むらづくり方策や農業農村整備計画をとおして
行政に対し要望を行っているが、返答の分野で「検
討します・年次的に実施します」が多く見られる。地区としては緊急性があり必要性がある事案で
あるので「いつからします・いつごろになります」といったようなスピード感をもった返答を望む。

意見・要望　町道等の法面や路肩部分について，木や雑木が生い茂り，幅員の狭い道路では，道路を覆いか
ぶさるように茂っている路線も見受けられる。このような場所について，個人の所有地の関係もあ
るが，何らかの手立てをしてほしい。

町等への意見・要望等

環境整備（ 町 ）に対する意見・要望

般若寺地区

長谷地区
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意見・要望　　県立栗野工業高校跡地の企業誘致は，現在の
社会情勢では難しいことは理解しているが，閉校に
なって長い年月が過ぎ，校舎もそのままの状態で，
防災・防犯上でも非常に危険である。地域に住む住
民の身になって考えてほしい。跡地を一体として考
えるから難しいのであって、敷地や建物をいくつか
に分割して企業誘致を考えるとか，企業だけではな
く，湧水町に払い下げしてもらい，町での活用方法
を考える等，他の利用方法も考えるべきである。

意見・要望　県の霧島くりの中核工業団地について，私たち住民の貴重な茶畑などを手放して，工業団地が
整備されることにより，本町にとっても，人口減対策や地域の活性化に繋がると期待していたが，
広大な土地が荒廃している。そのような経緯も踏まえ，もう少し真摯に取り組んでほしい。

意見・要望　定住促進について，宅地分譲等，町で行なわれ
ているが，若者の定住が中々進まず今後において限
界集落的な状況が危惧されている。そのような状況
の中で，地域で高齢者をどのように支えていけばよ
いのか等の不安もある。定住促進について，企業誘
致や宅地分譲だけではなく，町全体の地域の活性化
のためにも真摯に取り組んでほしい。

意見・要望　町内全域で空き家が多く見られるようになり，
倒壊の恐れのある空き家があり，防災・防犯上でも
非常に危険であり心配している。この空き家対策について，議会でも一般質問がなされたようであ
るが，空き家対策と定住促進を関連づけながら，取り組んでほしい。

意見・要望　ふるさとバスについて，路線によっては，昼間は乗客者のいないバスをよく見かける。そのよ
うな状況を考えると，デマンド方式や乗り合いタクシーなどの導入を考えるべきである。

意見・要望　栗野駅周辺の都市計画について，住民・行政・議会を含めた議論をする場を作ってほしい。また，
栗野駅前は空き地が目立つ。個人の土地であるかもしれないが，何らかの方法を考えるべき。

意見　　湧水音頭みたいな簡単な住民が踊れる曲を作れば，夏祭りの総踊りも盛り上がると思います。

意見　　町の各種委員について，目的が似たような組織もあるのではないか。見直しが必要である。

意見・要望　　町及び実行委員会方式で，色々なイベント等をしているが効果があるのか無駄なところが多
いようである。費用対効果も考えながら，見直しをすべきである。また，人口が少ないのに吉松で
秋祭りを栗野で農林祭をやったりしてはイベントとしての意味がない。出来れば一年交代でやって
ほしい。

※その他数多くの意見等があり，皆様方からのご意見等すべて掲載できませんでしたが，他にも貴重な
質問・意見等をいただきました。今後，すべての質問・意見・要望について，全議員で情報を共有し
て真摯に取り組んで参ります。

その他の質問・意見

企業誘致・県立栗野工業高校跡地について

北方地区

米永地区
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平成25年  第4回定例会

　第４回定例会は１２月５日招集され，１２月２０日までの１６日間の会期で開催されま
した。
　今定例会では，平成２５年度一般会計補正予算，特別会計及び水道事業会計補正予算，
町道路線の廃止・認定，地方税法の一部改正に伴う条例の一部改正や，子ども・子育て支
援法に基づく新規条例の制定など，全部で１３議案について審議を行い，可決しました。
また，陳情１件が採択され，それに伴う意見書１件が可決されました。
　一般質問では，議員５名が８項目について質問しました。

子ども子育て支援制度が
新たに制定されたことに
伴う電算システムを改修
する委託料です。

平成 25 年度に新たに設
置された学童クラブのう
ち，直営で運営される上
場，轟地区の指導員をそ
れぞれ１名増員するため
の計上です。

特定防衛施設
周辺整備調整
交付金の追加
交付見込みに
基づく増額で
す。

林道岩脇線改良に伴う林
道整備工事費の事業見込
みによる増額です。

栗野地区

町道麓原口線

故松永涼子氏の遺言による財産分与に基
づき，吉松小学校の図書等の整備に活用
するめの基金の増額です。

総額  68億863万1千円に

一般会計補正予算　1億6399万4千円可決

子 ど も・子 育 て 支 援
システム改修委託料

放課後児童健全
育成指導員賃金

町道等整備工事費

林道等整備工事費

学　 校　 施　 設
等整備基金積立金
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県道栗野停車場えびの高原線（１０３号線）早期開
通を求める陳情書

陳情者：湧水町商工会　会長　池上　滝一 氏

　県道栗野停車場えびの高原線（県道１０３号線）は，栗野駅とえびの高原
を結ぶ総延長１９㎞であるが，未供用区間が３．６㎞あり，車両が通行できな
い状況にある。
県道１０３号線の早期開通は，高速道路の栗野インターチェンジも近く，え
びの高原からの観光客誘致，また県内外からえびの高原を経て，宮崎県，熊
本県へのアクセスが容易となる等，町が中核的な拠点になる。その上で観光
資源である丸池、竹中池，棚田の景勝地，温泉，霧島アートの森，ＳＬ会館
など観光施設を連携させ周遊型の観光コースを設定，さらに栗野岳，上床・
沢原高原から栗野地区市街地・吉松地区市街地を見下ろせる関連した道路の
整備を行うことにより，観光客を呼び込む起爆剤にも繋がっていく。
また人を呼び込むことにより，Ｉターン・Ｕターン等定住に繋がる要素，企
業誘致・大学誘致への道も広がって行く。現在は疲弊した商店街ではあるが，
こうした環境整備を行い交流人口を増やすことにより，後継者の育成，ハー
ド面の整備など，その時代に向けた受け皿創りのきっかけにもなる。
更には，避難道路としての活用について，現在，高速道路吉松パーキングに
ついても緊急時の出入り口の整備が完了しており，この道路の開通により霧
島山の麓近隣市町での災害発生時について緊密な協力体制が確立される。噴
火，河川災害における救援活動については自衛隊の救援が欠かせないもので
あるが，現在より迅速な復旧支援が可能になり災害箇所の復旧，人命確保に
大いに役に立つものと考えるとされる。
以上のことから，鹿児島県知事へ，県道１０３号線の早期開通実現に向けて，
意見書を送付していただきたいとするもの。

　湧水町議会では，平成２３年の霧島山の新燃岳噴火等を踏まえ，
平成２４年に全員協議会で，県道の未供用区間の現地踏査を行な
い，避難道路等としての必要性を確認した経緯もあり，県道栗野
停車場えびの高原線（103 号線）が開通することにより，えび
の高原から，栗野インターチェンジへのアクセスが現在より，は
るかに良くなり，本町を始め霧島山周辺の地域産業や観光の発展
に大いに期待が持てることや新燃岳を含む霧島山の噴火等，事故
等の発生時における霧島西部地区唯一の避難道路として霧島山麓
の近隣市町住民や観光客の安心・安全を守る重要な路線であるこ
とから，本陳情書を採択し，鹿児島県知事宛に意見書を提出しま
した。

採択

どうなった !

私
の
陳
情
書



議会だより　ゆうすい　No.37 8
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田
農
業
に
対

す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
町
長
の
考
え

を
お
伺
い
し
ま
す
。
湧
水
町
と
し
て
は
、

国
の
動
き
に
つ
い
て
す
で
に
検
討
取
り

組
み
を
し
て
い
る
か
。
「
農
地
集
約

化
」
「
農
業
後
継
者
」
「
圃
場
条
件
」

の
現
状
に
つ
い
て
お
伺
い
致
し
ま
す
。

　

国
で
は
農
政
改
革
方
向

が
示
さ
れ
た
が
、
現
在
国

の
動
向
の
情
報
収
集
を
始

め
て
お
り
ま
す
。
圃
場
条
件
は
、
現
在

の
水
田
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
変
化
に

対
応
で
き
る
べ
き
十
分
な
圃
場
条
件
で

な
い
と
考
え
て
い
る
。
農
地
集
約
は
、

数
値
は
約
11
％
で
今
後
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
等
に
伴
い
農
地
集
約
化
は
必
要

と
考
え
ま
す
。
後
継
者
は
、
水
田
を
中

心
と
し
た
経
営
で
は
後
継
者
が
い
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
水
田
農
業
を
維

持
し
１
次
産
業
を
発
展
さ

せ
て
い
く
に
は
、
農
業
担
い
手
育
成
と

集
落
営
農
組
織
の
設
立
そ
し
て
圃
場
の

再
区
画
整
備
が
急
務
と
思
わ
れ
る
が
考

え
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

　

再
区
画
整
備
を
す
る
必

要
性
は
あ
る
が
現
時
点
で

は
財
政
的
な
面
と
農
家
の
同
意
が
得
ら

れ
る
か
が
課
題
で
あ
る
。

成
人
へ
の
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
の
公

費
助
成
に
つ
い
て

　

近
年
に
な
い
規
模
で
流

行
し
て
い
る
風
し
ん
は
、

抗
体
を
持
た
な
い
妊
娠
中
の
女
性
が
、

風
し
ん
に
感
染
し
た
場
合
、
ウ
イ
ル
ス

の
胎
内
感
染
に
よ
っ
て
先
天
異
常
を
起

こ
す
感
染
症
で
あ
る
先
天
性
風
し
ん
症

候
群
の
発
症
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

を
予
防
す
る
に
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
し
か

な
く
、
緊
急
対
策
と
し
て
予
防
接
種
費

用
の
助
成
を
す
る
考
え
は
な
い
か
お
伺

い
し
ま
す
。　

成
人
へ
の
風
し
ん
予
防

接
種
費
用
の
助
成
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
国
の
動
向
を
見
極
め
な

が
ら
、
町
内
の
医
師
の
指
導
の
も
と
で

検
討
し
て
参
り
ま
す
。

本町の水田農業に対する取り組みについて
再区画整備をする必要性はあるが現時点では
財政的な面と農家の同意が得られるかが課題

吉永　義和　議員

吉
永

吉
永

吉
永

町
長

町
長

町
長

現在の圃場の状況
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我
が
町
の
空
き
家
の
問

題
で
す
が
、
最
近
に
な
っ

て
特
に
自
分
の
家
の
近
く
に
も
空
き
家

が
増
え
て
き
て
、
こ
の
ま
ま
で
は
町
に

活
気
が
な
く
な
っ
て
く
る
と
い
う
強
い

想
い
と
、
ま
た
人
口
減
少
や
過
疎
化
が

進
む
「
本
町
の
現
実
」
に
対
す
る
歯
止

め
と
な
る
よ
う
、
定
住
促
進
と
絡
め
な

が
ら
、
対
策
を
考
え
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
想
い
か
ら
質
問
し
ま
す
。
国
の

動
向
を
注
目
し
な
が
ら
で
は
あ
り
ま
し

ょ
う
が
、
ま
ず
、
一
点
目
に
空
き
家
対

策
の
基
と
な
る
空
き
家
の
分
類
は
進
ん

で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
伺
い
ま
す
。

　

平
成
24
・
25
年
度
に
お

い
て
、
消
防
団
を
中
心
に

管
轄
地
域
の
空
き
家
状
況
を
調
査
し
て

お
り
ま
す
。
な
お
、
以
前
よ
り
火
災

等
の
危
険
性
が
あ
る
建
物
や
敷
地
に
つ

い
て
は
、
所
有
者
や
管
理
者
を
調
査
し
、

防
災
対
策
等
を
直
接
依
頼
し
て
お
り
ま

す
。
空
き
家
で
あ
っ
て
も
個
人
の
資
産

で
あ
り
、
個
人
の
責
任
で
管
理
す
る
こ

と
が
原
則
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。

　

空
き
家
の
調
査
に
つ
い

て
は
、
税
務
課
と
情
報
の

共
有
を
し
な
が
ら
綿
密
な
調
査
が
必
要

と
考
え
る
が
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

町
内
に
６
５
４
軒
の

空
き
家
が
あ
り
、
う
ち

２
２
２
軒
が
使
用
で
き
な
い
状
態
で
あ

り
ま
す
。

　

再
利
用
可
能
な
空
き
家

を
定
住
促
進
ま
た
、
地
域

活
性
化
の
起
爆
剤
と
し
て
利
用
す
る
た

め
の
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
の
設
置
は
考

え
て
い
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　

所
有
者
や
相
続
人
の
関

係
が
あ
り
、
行
政
と
し
て

ど
こ
ま
で
関
わ
る
か
難
し
い
問
題
で
す
。

　

「
空
き
家
バ
ン
ク
」
は
、

あ
く
ま
で
も
情
報
発
信
で

あ
り
、
情
報
の
紹
介
や
必
要
な
連
絡
調

整
を
行
う
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
不
動
産

業
者
が
行
う
仲
介
行
為
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
ず
、
情
報
発
信
を
す
る
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
町
長
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
の
情
報
発
信

は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

制
度
に
つ
い
て
検
討
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

空き家対策について

検討を続けたいと思います
亀澤　中　議員

町 政 を 問 う !ここが知りたい !!
 　ここが聞きたい !!

亀
澤

亀
澤

亀
澤

亀
澤

町
長

町
長

町
長

町
長
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公
の
施
設
は
、
地
方

自
治
法
２
４
４
条
で
は
、

住
民
の
福
祉
と
健
康
を
増
進
す
る
目
的

に
利
用
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
あ
の
施

設
で
品
物
を
作
り
利
益
を
得
て
い
る
。

営
利
目
的
で
使
用
で
き
る
法
的
根
拠
を

示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

公
共
の
施
設
は
、
営

利
目
的
で
使
う
こ
と
が

出
来
な
い
の
が
原
則
で
あ
り
ま
す
。

　

栗
野
農
産
物
開
発
加

工
セ
ン
タ
ー
の
条
例
に

あ
る
グ
ル
ー
プ
登
録
を
す
れ
ば
使
用
で

き
る
こ
と
を
周
知
徹
底
す
べ
き
で
あ
る
。

同
じ
グ
ル
ー
プ
が
何
十
年
と
使
用
し
て

い
る
と
の
不
平
不
満
が
多
い
。
ま
た
、

吉
松
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
の
鍵
の
管
理

も
ル
ー
ズ
で
あ
る
。
施
設
の
管
理
運
営

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

条
例
規
則
に
則
っ
て

い
な
い
な
ど
町
民
か
ら

の
指
摘
も
あ
り
、
加
工
グ
ル
ー
プ
が
ほ

と
ん
ど
独
占
し
た
利
用
状
況
に
あ
る
の

で
規
制
緩
和
を
し
て
広
く
住
民
が
使
用

で
き
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

　

他
の
女
性
グ
ル
ー
プ
や

住
民
が
気
持
ち
良
く
使
用

で
き
る
よ
う
に
内
部
体
制
を
き
ち
ん
と

さ
れ
る
こ
と
を
希
望
致
し
ま
す
。

Ｅ
Ｔ
Ｃ
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
導
入
に
つ
い
て

　

高
速
道
路
上
り
線
、
下

り
線
に
災
害
時
緊
急
車
両

開
口
口
は
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｅ
Ｔ

Ｃ
専
用
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
の

利
便
性
が
高
ま
る
と
思
う
が
、
町
長
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

導
入
は
整
備
に
係
る
国

の
事
業
要
件
に
、
原
則
と

し
て
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
の
増
収

範
囲
内
で
あ
る
と
の
要
件
が
あ
る
た
め
、

設
置
は
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

困
難
と
の
答
弁
で
す
が
、

国
も
要
件
緩
和
の
方
向
と

聞
く
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
が
設
置
さ
れ
れ
ば
、
利
便
性
が
高

ま
り
、
人
口
増
や
町
の
活
性
化
に
繋
が

る
と
思
い
ま
す
。
町
長
の
政
治
手
腕
を

発
揮
し
、
法
務
省
、
防
衛
省
に
働
き
か

け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、
考
え

を
伺
い
ま
す
。

　

内
部
的
に
は
色
々
検
討

し
て
い
る
が
億
単
位
の
費

用
が
か
か
る
事
や
困
難
な
課
題
が
あ
り

ま
す
。
旧
吉
松
町
で
ど
ん
な
検
討
が

あ
っ
た
も
の
か
、
そ
の
辺
を
考
え
な
が

ら
国
、
県
の
方
へ
話
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
努

力
し
か
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

生活改善センターの運営について

営利目的での使用は出来ない

森山　マスミ　議員

森
山

森
山

森
山

森
山

森
山

町
長

町
長

町
長

町
長

吉松生活改善センター
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少
子
高
齢
化
社
会
の
真

っ
只
中
、
人
口
減
少
の
歯

止
め
と
し
て
の
解
決
・
対
策
を
早
急
に

行
う
事
が
大
事
と
思
い
ま
す
が
、
町
長

の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

は
、
子
育
て
と
仕
事
の
両

立
支
援
、
子
育
て
の
経
済
支
援
が
重
要

で
、
現
在
、
相
談
支
援
の
充
実
、
児
童

の
健
全
育
成
の
充
実
、
障
害
児
へ
の
支

援
な
ど
国
・
県
の
事
業
に
加
え
町
単
独

事
業
の
保
育
所
入
所
者
保
護
者
負
担
の

軽
減
や
、
障
害
児
保
育
事
業
、
乳
幼
児

医
療
費
助
成
事
業
、
乳
幼
児
家
庭
全
戸

訪
問
事
業
、
児
童
養
育
手
当
て
支
給
等

の
各
種
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

今
年
７
月
に
３
校
区
に
学
童
保
育
の
開

所
を
行
い
、
次
代
の
社
会
を
担
う
全
て

の
子
供
達
を
健
全
に
育
む
環
境
整
備
を

図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
湧
水
町
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
会
議
条
例
で
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
施
策
の
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
に
関
し
必
要

な
事
項
及
び
当
該
施
策
の
実
施
状
況
を

審
査
審
議
し
、
よ
り
効
果
的
な
子
育
て

支
援
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

住
民
と
語
ろ
う
会
で
、

自
分
た
ち
の
子
供
も
将
来

帰
っ
て
来
た
い
が
、
住
む
と
こ
ろ
・
働

く
場
が
無
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
町
営

住
宅
を
増
設
す
る
よ
り
県
営
住
宅
等
の

空
き
家
を
一
般
の
住
民
も
利
用
出
来
れ

ば
、
空
き
家
対
策
解
消
に
も
な
り
ま
す
。

県
に
働
き
か
け
る
考
え
は
な
い
か
お
伺

い
し
ま
す
。　

旧
栗
野
町
時
に
土
地
を

購
入
し
、
条
例
制
定
ま
で

し
て
農
業
工
業
団
地
を
計
画
の
お
り
、

国
・
県
で
工
業
団
地
を
作
る
か
ら
待
て

と
国
・
県
の
方
針
に
基
づ
い
て
取
り
組

ん
だ
が
、
現
状
は
今
の
よ
う
な
状
態
で

す
。
県
営
住
宅
の
件
も
町
に
払
い
下
げ

て
も
ら
う
よ
う
に
陳
情
し
た
が
聞
い
て

く
れ
な
い
。
県
の
所
有
物
だ
か
ら
県
で

お
願
い
し
ま
す
と
言
っ
て
も
し
て
く
れ

な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
早
い
機
会
に

県
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　

湧
水
町
に
住
み
た
い
が
、

小
児
科
が
無
い
と
小
児
科

が
あ
る
町
ま
で
の
交
通
費
の
負
担
も
増

え
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
児
科
の
誘

致
が
無
理
な
ら
現
在
６
歳
未
満
ま
で
の

無
料
措
置
を
中
学
生
以
下
ま
で
助
成
さ

れ
る
考
え
は
な
い
か
お
伺
い
し
ま
す
。

　

住
み
た
い
町
の
条
件
と

し
て
、
良
い
学
校
・
病

院
・
商
店
と
言
わ
れ
る
の
で
気
持
ち
は

十
分
理
解
で
き
ま
す
が
、
先
に
も
答
弁

し
た
と
お
り
、
町
単
独
助
成
等
も
実
施

の
為
、
今
回
の
助
成
の
答
弁
は
控
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

綾織　まち子　議員

綾
織

綾
織

綾
織

町
長

町
長

町
長

少子高齢化社会について

子供達を健全に育む環境整備を図っています

うわば学童クラブ



議会だより　ゆうすい　No.37 12

一 般 質 問

　

現
在
、
国
の
方
針
に

お
い
て
、
水
田
農
業
政

策
を
大
き
く
変
え
よ
う
と
し
て
お
り
主

食
用
米
を
重
視
し
た
政
策
を
転
換
し
、

そ
の
他
の
加
工
用
米
、
飼
料
用
米
な
ど

に
転
換
し
大
規
模
化
を
促
す
と
し
て
お

り
ま
す
。
飼
料
用
米
及
び
ホ
ー
ル
ク

ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
「
Ｗ
Ｃ
Ｓ
」
を
す

る
に
し
て
も
収
穫
が
難
し
い
と
い
う
課

題
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
町
と
し
て
収

穫
機
械
の
導
入
な
ど
を
検
討
で
き
な
い

か
町
長
に
伺
い
ま
す
。

　

国
で
は
農
業
基
本
政

策
の
抜
本
改
革
を
行
う

た
め
、
農
業
改
革
方
向
が
示
さ
れ
ま
し

た
が
、
現
在
、
要
領
・
要
綱
が
示
さ
れ

な
い
状
況
で
は
、
町
の
対
応
・
対
策
も

立
て
に
く
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
後

に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
、
決
定
さ
れ
た
施
策
を
本
町

の
農
業
実
態
に
即
し
た
形
で
有
効
に
導

入
し
、
農
家
所
得
の
向
上
に
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

町
道
等
の
維
持
管
理
及
び
改
良
に
つ
い

て

　

道
路
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
計
画

で
行
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

む
ら
づ
く
り
実
践
方
策

の
要
望
や
苦
情
、
道
路
パ

ト
ロ
ー
ル
等
の
報
告
箇
所
を
調
査
し
、

草
刈
り
・
伐
採
等
は
、
作
業
班
や
外
部

委
託
を
す
る
と
と
も
に
自
治
会
の
愛
護

作
業
等
で
維
持
管
理
を
進
め
て
お
り
ま

す
。

　

町
道
加
治
屋
線
に
つ
い

て
は
、
路
面
状
態
も
悪

く
、
地
域
住
民
の
生
活
環
境
整
備
の
上

で
改
良
が
早
急
に
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
今
後
の
改
修
等
の
計
画
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　

計
画
の
変
更
や
見
直
し

等
に
つ
い
て
は
、
緊
急
性

の
高
い
路
線
か
ら
実
施
計
画
年
度
の
見

直
し
を
行
い
、
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
町
道
加
治
屋
線
の
改
良
に
つ
い

て
は
、
町
内
に
は
整
備
を
必
要
と
す
る

箇
所
が
多
数
あ
り
ま
す
が
、
安
全
性
や

緊
急
性
の
高
い
個
所
な
ど
の
整
備
に
つ

い
て
住
民
の
方
々
の
同
意
を
得
な
が
ら

総
合
的
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

今後の農業行政について

実態に即した形で対応していく

橋元　義嗣　議員

橋
元

橋
元

橋
元

町
長

町
長

町
長

町道加治屋線
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こんなことが決まりました
議　　　　　　　　案 提　　案　　理　　由　　等 結　果

議案第４３号 町道路線の廃止について
町道網の整備を図り，地域住民の利便に供するた
め，町道の路線を廃止する必要があるので，議会の
議決を求めるもの。

原案可決

議案第４４号 町道路線の認定について
町道網の整備を図り，地域住民の利便に供するた
め，町道の路線を認定する必要があるので，議会の
議決を求めるもの。

原案可決

議案第４５号 湧水町税条例の一部を改正す
る条例の制定について

地方税法の一部を改正する法律の公布に伴い，湧
水町税条例の一部を改正する必要が生じたため，
所要の改正をしようとするもの。

原案可決

議案第４６号
湧水町国民健康保険税条例の
一部を改正する条例の制定に
ついて

地方税法の一部を改正する法律の公布に伴い，湧
水町国民健康保険税条例の一部を改正する必要が
生じたため，所要の改正をしようとするもの。

原案可決

議案第４７号 湧水町介護保険条例の一部を
改正する条例の制定について

地方税法の一部を改正する法律の公布に伴い，湧
水町介護保険条例の一部を改正する必要が生じた
ため，所要の改正をしようとするもの。

原案可決

議案第４８号
湧水町後期高齢者医療に関す
る条例の一部を改正する条例
の制定について

地方税法の一部を改正する法律の公布に伴い，湧
水町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正す
る必要が生じたため，所要の改正をしようとする
もの。

原案可決

議案第４９号 湧水町子ども・子育て会議条
例の制定について

本町における子育て支援政策の意思形成過程か
ら，関係者や住民に参画していただく環境を整備
したいため，子ども・子育て支援法に基づき，本条
例を制定しようとするもの。

原案可決

議案第５０号 平成２５年度湧水町一般会計
補正予算（第５号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億６千
３１９万４千円を追加し，歳入歳出予算の総額を
歳入歳出それぞれ６８億７８３万１千円とするも
の。

原案可決

議案第５１号
平成２５年度湧水町国民健康
保険事業特別会計補正予算

（第３号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５千８４
２万６千円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入
歳出それぞれ１６億５１５６万１千円とするも
の。

原案可決

議案第５２号
平成２５年度湧水町介護保険
事業特別会計補正予算（第２
号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４１７万
４千円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出
それぞれ１３億２６８２万２千円とするもの。

原案可決

議案第５３号
平成２５年度湧水町後期高齢
者医療事業特別会計補正予算

（第１号）

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２７２
万円を減額し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ
れぞれ１億３３２６万３千円とするもの。

原案可決

議案第５４号 平成２５年度湧水町水道事業
会計補正予算（第３号）

事業執行に伴う減額。土地区画整理事業及び吉松
簡易水道水源確保事業等に伴う追加が主なもの。 原案可決

議案第５５号 平成２５年度湧水町一般会計
補正予算（第６号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ８０万円
を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ
れ６８億８６３万１千円とするもの。

原案可決

陳 情 第 ２ 号
県道栗野停車場えびの高原線

（103号線）早期開通を求める
陳情書

Ｐ７参照 採　　択

発 議 第 ７ 号
県道栗野停車場えびの高原線

（103号線）早期開通を求める
意見書

Ｐ７参照 原案可決
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10
月
30
日
、
熊
本
県
南
関
町
に

お
い
て
「
定
住
促
進
対
策
」
に
つ

い
て
調
査
。

　

南
関
町
は
、
熊
本
県
西
北
端
に

位
置
し
福
岡
県
と
の
県
境
に
あ
り
、

昔
は
関
所
、
今
は
九
州
自
動
車
道

の
南
関
Ｉ
Ｃ
を
有
し
、
古
く
か
ら

交
通
の
要
衝
と
し
て
、
ま
た
近
年

で
は
、
九
州
新
幹
線
の
開
業
に
よ

り
県
北
の
玄
関
口
と
し
て
発
展
し

て
い
る
町
で
あ
り
ま
す
。
総
面
積

68
・
96
㎢
、
人
口
１
万
７
３
３
人

（
平
成
25
年
３
月
31
日
現
在
）
、

世
帯
数
４
、
１
４
７
世
帯
、
高
齢

化
率
33
％
、
小
学
校
４
校
、
中
学

校
１
校
、
県
立
高
校
１
校
で
、
平

成
25
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は

約
55
億
８
千
万
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。 

　

南
関
町
で
は
、
本
町
同
様
、
少

子
高
齢
化
等
に
よ
る
人
口
減
少
の

問
題
を
抱
え
て
お
り
、
支
え
て
い

た
だ
く
世
代
の
育
成
と
人
口
増
加

が
急
務
で
あ
り
、
平
成
23
年
４
月

よ
り
定
住
促
進
対
策
と
し
て
「
住

ん
で
よ
か
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
事
業
（
19
事
業
）
」
を
展
開
し

て
お
り
ま
し
た
。

　

事
業
実
施
の
背
景
に
は
、
平
成

の
大
合
併
を
行
わ
ず
単
独
で
ま
ち

を
運
営
す
る
こ
と
と
な
り
、
厳
し

い
財
政
運
営
が
予
見
さ
れ
る
中
で
、

高
齢
化
社
会
を
支
え
る
た
め
、
子

育
て
し
や
す
い
環
境
を
提
供
し
、

支
え
る
世
代
の
育
成
と
企
業
誘
致

や
定
住
化
事
業
な
ど
に
よ
る
人
口

増
を
目
指
し
、
ま
ち
の
将
来
を
維

持
で
き
る
持
続
可
能
な
町
づ
く
り

が
目
標
と
の
説
明
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
事
業
実
施
に
あ
た
り
、
三

位
一
体
改
革
に
よ
る
地
方
交
付
税

削
減
に
対
応
す
る
た
め
、
議
員
定

数
及
び
報
酬
の
減
額
、
費
用
弁
償

の
減
額
、
補
助
金
カ
ッ
ト
な
ど

様
々
な
歳
出
削
減
や
職
員
採
用
の

抑
制
や
公
共
施
設
使
用
料
の
値
上

げ
等
、
あ
ら
ゆ
る
見
直
し
を
行
い
、

財
政
基
盤
づ
く
り
を
行
っ
た
こ
と
。

そ
し
て
、
有
利
な
起
債
で
あ
る
過

疎
債
の
活
用
と
基
金
の
積
み
立
て

に
よ
る
財
源
の
確
保
を
図
っ
た
こ

と
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
と
の
説

明
で
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
南
関
町
議
長
よ
り
、

「
町
外
か
ら
町
内
に
転
入
し
て
い

た
だ
く
と
い
う
こ
と
は
、
何
処
の

自
治
体
も
サ
バ
イ
バ
ル
競
争
で
あ

る
。
」
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

こ
の
サ
バ
イ
バ
ル
競
争
で
生
き
残

っ
て
い
く
た
め
に
も
、
本
町
の
魅

力
を
十
分
発
揮
し
、
「
人
と
自
然

が
織
り
な
す
芸
術
の
ま
ち　

心
豊

か
で
伸
び
ゆ
く
美
し
い
ま
ち
」
の

将
来
像
に
向
け
て
、
今
後
、
本
町

の
定
住
促
進
対
策
に
対
し
、
更
に

調
査
研
究
を
重
ね
、
提
言
等
を
行

っ
て
参
り
た
い
と
の
委
員
全
員
の

意
見
で
あ
り
ま
す
。

　

10
月
31
日
熊
本
県
人
吉
市
に
お

い
て
、
「
国
体
カ
ヌ
ー
競
技
開
催

に
向
け
た
取
り
組
み
」
に
つ
い
て

調
査
。

　

平
成
32
年
鹿
児
島
県
で
開
催
さ

れ
る
国
体
に
お
い
て
、
本
町
が
カ

ヌ
ー
競
技
会
場
地
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
平
成
26
年
開
催
の

「
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
」
カ

ヌ
ー
競
技
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

調
査
し
ま
し
た
。

　

長
崎
県
に
お
い
て
は
、
カ
ヌ
ー

競
技
会
場
が
な
く
、
平
成
11
年
に

開
催
さ
れ
た
熊
本
国
体
に
お
い
て
、

人
吉
市
の
球
磨
川
で
カ
ヌ
ー
競
技

が
開
催
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
な
理

由
と
な
り
、
県
外
開
催
競
技
と
し

て
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

長
崎
国
体
は
、
「
長
崎
県
ら
し

い
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
大
会
」
を
基

本
目
標
と
し
て
、
正
式
競
技
37
競

技
、
公
開
競
技
２
競
技
で
開
催
さ

れ
、
県
外
開
催
競
技
は
、
３
競
技

（
ク
レ
ー
射
撃
、
水
泳
の
飛
込
、

カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム
・
ワ
イ
ル
ド

ウ
ォ
ー
タ
ー
）
と
の
説
明
で
あ
り

ま
す
。

　

開
催
時
期
は
、
平
成
26
年
４
月

26
日
～
27
日
に
リ
ハ
ー
サ
ル
大

会
、
本
大
会
を
９
月
11
日
～
14
日

の
４
日
間
に
わ
た
り
実
施
す
る
と

の
こ
と
で
、
参
加
者
数
は
、
平
成

24
年
開
催
の
岐
阜
国
体
（
揖
斐
川

(

い
び
が
わ)

町
）
を
基
に
、
選
手

男
子
45
人
・
女
子
38
人
、
監
督
各

県
１
人
で
36
人
の
合
計
１
１
９
人

と
、
大
会
参
加
者
２
、
７
０
７
人

（
３
日
間
※
台
風
の
た
め
１
日
短

縮
、
競
技
役
員
、
観
戦
者
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
を
含
む
総
数
）
を
見

込
ん
で
い
る
と
の
説
明
で
あ
り
ま

し
た
。

　

室
内
で
の
研
修
を
終
了
し
、
競

技
会
場
で
あ
る
球
磨
川
の
現
地
視

察
を
行
い
ま
し
た
。
最
後
に
、
平

成
32
年
の
鹿
児
島
国
体
カ
ヌ
ー
競

技
開
催
に
向
け
て
、
本
町
あ
げ
て

の
ム
ー
ド
作
り
と
本
大
会
の
成
功
、

更
に
は
、
川
内
川
を
活
用
し
た
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
及
び
青
少
年

育
成
に
寄
与
す
る
た
め
に
、
今
回
、

調
査
し
た
内
容
が
活
か
さ
れ
る
よ

う
提
言
等
を
行
っ
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

総務常任委員会所管事務調査報告

総務常任委員長　久留須　　修
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障
害
を
持
っ
た
児
童
の
学
童
保

育
ク
ラ
ブ
な
ど
の
運
営
等
に
つ
い

て
、
鹿
児
島
県
・
熊
本
県
を
調
査
。

　

10
月
17
日
、
い
ち
き
串
木
野
市

の
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
て
ん
と
う
む
し
」
に
つ

い
て
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
代

表
者
ご
自
身
も
障
害
を
も
っ
た
子

供
を
育
て
る
過
程
で
、
10
年
前
よ

り
、
何
人
か
の
子
供
を
預
か
っ
て

お
母
さ
ん
た
ち
の
ゆ
っ
く
り
す
る

時
間
や
ス
ト
レ
ス
発
散
の
日
を
作

る
た
め
に
、
月
２
回
土
曜
日
に
２

時
間
親
子
で
集
ま
る
活
動
を
は
じ

め
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
の

２
年
後
か
ら
は
、
健
常
者
と
同
じ

形
で
、
学
童
保
育
事
業
の
一
事
業

者
と
し
て
委
託
料
市
の
補
助
金
を

年
間
１
１
３
万
円
、
個
人
負
担
を

一
時
間
１
７
０
円
徴
収
し
て
事
業

総
額
約
３
０
０
万
円
で
昨
年
ま
で

活
動
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
、
法
人
化
を
し
た
の
は
、

運
営
自
体
は
、
以
前
と
さ
ほ
ど
変

わ
り
は
な
い
が
、
法
人
化
し
た
方

が
、
保
護
者
の
負
担
が
減
る
た
め

に
し
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

意
見
交
換
の
中
で
、
自
分
た
ち

親
が
で
き
る
こ
と
は
や
っ
て
い
ま

す
。
で
き
な
い
と
こ
ろ
は
行
政
の

方
に
知
恵
や
力
を
お
借
り
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
出
水
市
で
は
「
児
童
ク

ラ
ブ
ま
な
づ
る
」
に
つ
い
て
、
市

民
福
祉
部
こ
ど
も
課
長
に
概
要
説

明
を
し
て
頂
き
、
実
際
、
子
供
た

ち
の
様
子
も
見
学
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

「
児
童
ク
ラ
ブ
ま
な
づ
る
」
は

指
定
管
理
者
制
度
を
活
用
し
、
25

年
度
は
、
約
１
，
５
１
０
万
円
の

委
託
料
で
出
水
市
社
会
福
祉
協
議

会
が
運
営
を
し
て
い
ま
し
た
。
施

設
は
市
で
建
設
し
、
指
導
員
は
、

社
協
で
非
常
勤
を
６
人
か
ら
８
人

雇
い
、
保
育
士
・
看
護
師
等
の
特

別
な
資
格
は
持
っ
て
い
な
く
、
保

育
と
い
う
観
点
で
療
育
ま
で
は
し

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
児

童
生
徒
は
、
隣
接
す
る
出
水
養
護

学
校
の
生
徒
達
で
、
指
導
員
が
放

課
後
、
学
校
の
裏
門
ま
で
迎
え
に

行
き
預
か
り
、
終
了
後
保
護
者
が

迎
え
に
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

月
会
費
は
、
平
日
の
み
の
場
合

３
，
４
０
０
円
で
、
お
や
つ
代
２
，

０
０
０
円
と
年
間
保
険
料
２
，
０

０
０
円
で
す
。

　

ま
た
、
養
護
学
校
以
外
の
障
害

児
の
児
童
生
徒
に
つ
い
て
は
、
障

害
の
程
度
も
あ
る
が
各
校
区
に
あ

る
学
童
保
育
で
過
ご
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
小
学
校
内
に
あ

る
学
童
保
育
の
見
学
も
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
学
校
の
敷
地

内
に
あ
る
空
き
教
室
を
利
用
し
て
、

障
害
を
持
っ
た
児
童
が
通
う
と
き

に
は
、
職
員
を
２
名
体
制
に
し
て

対
応
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

そ
の
子
に
つ
き
っ
き
り
に
な
る
た

め
、
大
変
な
時
も
あ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

障
害
児
の
受
け
入
れ
等
に
問
題

点
は
な
い
か
話
を
伺
い
ま
し
た
が
、

学
校
の
行
事
が
あ
る
と
き
に
は
静

か
に
し
な
い
と
い
け
な
い
事
。
良

い
と
こ
ろ
は
、
学
校
の
施
設
内
に

あ
る
の
で
先
生
た
ち
が
協
力
的
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

10
月
18
日　

熊
本
県
宇
城
市
こ

ど
も
福
祉
課
で
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

宇
城
市
は
、
５
町
が
合
併
し
て

で
き
た
市
で
、
学
童
保
育
も
12
の

小
学
校
区
に
15
か
所
の
学
童
保
育

が
あ
り
障
害
児
の
受
け
入
れ
は
、

14
か
所
、
１
人
か
ら
７
人
あ
り
ま

し
た
。
旧
町
時
代
か
ら
同
じ
方
式

を
と
っ
て
い
て
、
保
育
園
に
委
託

す
る
地
域
。
専
用
の
施
設
が
あ
る

地
域
。
学
校
内
の
空
き
教
室
の
利

用
や
、
敷
地
内
に
施
設
を
新
設
す

る
地
域
等
。
地
域
に
あ
っ
た
様
々

な
パ
タ
ー
ン
で
し
た
。
運
営
主
体

は
、
保
育
園
委
託
の
場
合
は
、
社

会
福
祉
法
人
４
箇
所
。
学
校
敷
地

内
専
用
施
設
や
空
教
室
は
、
直
営

方
式
２
箇
所
。
保
護
者
会
運
営
が

９
箇
所
で
し
た
。
保
育
料
や
保
育

時
間
等
は
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
お

や
つ
代
込
で
３
，
０
０
０
円
か
ら

５
，
０
０
０
0
円
で
し
た
。

　

学
童
の
職
員
は
、
特
別
な
資
格

は
持
っ
て
い
な
い
が
、
保
育
士
等

の
資
格
が
あ
れ
ば
望
ま
し
い
。
受

け
入
れ
基
準
は
、
普
通
学
校
が
受

け
い
れ
て
い
れ
ば
受
け
入
れ
可
能
。

障
害
を
持
っ
て
い
る
児
童
と
そ
う

で
な
い
児
童
の
同
時
受
け
入
れ
の

問
題
は
保
育
園
と
の
連
携
や
、
学

校
・
親
の
連
携
が
あ
れ
ば
大
丈
夫

で
あ
る
。
学
校
単
位
の
学
童
保
育

に
集
ま
る
の
で
問
題
は
な
い
。
親

の
考
え
方
も
同
じ
地
区
で
過
ご
す

ほ
う
が
、
子
供
の
た
め
に
な
る
等
、

活
発
な
意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。

　

以
上
３
か
所
の
所
管
事
務
調
査

を
終
え
、
今
回
の
調
査
研
修
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
今
後
、
本
町
の
障

害
を
持
っ
た
児
童
の
学
童
保
育
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と

協
議
検
討
を
行
な
い
な
が
ら
、
提

言
等
を
行
っ
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

経済常任委員会所管事務調査報告

経済常任委員長　境田　公明
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広
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編
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6192
鹿
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島
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姶

良
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湧
水

町
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傍聴にお越しください。

次の定例会は3月上旬予定
編
集
後
記

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委  

員  

長　

吉
永　

義
和

副
委
員
長　

宮
里　

廣
昭

委　
　

員　

橋
元　

義
嗣

　

  

同　
　

 

松
元　

昭
治

　

  

同　
　

 

綾
織　

ま
ち
子

　

  

同　
　

 

西
牟
田　

徹
也

　

例
年
に
な
く
厳
し
く
寒
い

冬
で
あ
り
ま
し
た
が
、
早
い

も
の
で
私
達
が
本
誌
の
編
集

委
員
に
な
っ
て
３
号
目
の
発

行
に
な
り
ま
し
た
。「
議
会

だ
よ
り
」
は
、
ど
う
し
た

ら
町
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
、
読
み
や
す
い
紙
面
に
で

き
る
か
、
常
に
頭
を
悩
ま
せ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

特
に
議
会
用
語
は
難
し

く
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
ど
れ

ほ
ど
読
ん
で
理
解
し
て
い
た

だ
い
た
か
、
不
安
で
あ
り
ま

す
。
今
後
と
も
読
み
や
す
く

関
心
の
も
て
る
紙
面
づ
く
り

を
行
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご

理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

橋
元　

義
嗣

月 期日 曜日 議会の動き

10
　
　
　
　
　
　
月

1 火 ・伊佐湧水消防組合議会臨時会
3 木 ・広報編集委員会

9 水 ・住民と語ろう会班長会・広報編集委員会

11 金

・議会運営委員会
・議員全員協議会
・最終本会議
・水害等対策調査特別委員会
・議会改革調査特別委員会　　・各常任委員会

17 木 ・経済常任委員会所管事務調査　※ 18日まで
22 火 ・広報編集委員会
24 木 ・住民と語ろう会班長会
29 火 ・広報編集委員会
30 水 ・総務常任委員会所管事務調査　※ 31日まで

11
　
　
　
　
　
月

1日 金 ・住民と語ろう会班長会

12日 火
・住民と語ろう会班長会
・議会運営委員会
・議会全員協議会

18日 月 ・住民と語ろう会班長会

19日 火 ・県後期高齢者医療広域連合議会　議員研修会・川内川改修促進期成会　中央要望会　※ 20日まで
25日 月 ・議会運営委員会

11
　
　
　
　
　
月

26日 火

・県町村議長会　監事会　
・平成 25年度県後期高齢者医療広域連合議会定例会
・住民と語ろう会
　（川添地区・長谷地区・上場地区・鶴丸地区）

27日 水 ・住民と語ろう会　（下川西地区・停車場地区・上川西地区・幸田地区）　　

28日 木 ・住民と語ろう会　（西下場地区・東中下場地区・老竹地区・北方地区）

29日 金 ・住民と語ろう会　（轟地区・米永地区・般若寺地区・中津川地区）

12
　
　
　
　
　
月

3日 火 ・議会運営委員会

5日 木
・第４回議会定例会
・議員全員協議会　
・本会議

6日 金 ・本会議・各常任委員会
9日 月 ・各常任委員会

17日 火
・議員全員協議会
・経済常任委員会
・住民と語ろう会班長会

20日 金
・最終本会議
・議員全員協議会
・広報委員会

25日 水
・伊佐北姶良火葬場管理組合議会
・大口卸売市場管理組合議会
・伊佐湧水消防組合議会

議  会  の  動  き

研修視察受け入れ
　平成２６年１月３１日，宮崎県都農町議会運営委員会が本町議会運
営について，調査研修に来られました。


